
資料２ 

「いじめ」とは，「児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する学校に在籍し

ている等当該児童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又

は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものも含む。）

であって，当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。」

とする。なお，起こった場所は学校の内外を問わない。 

学校教育課 

本市におけるいじめの状況と対応について 

１ 都道府県別 1,000人当たりのいじめ認知件数（国公私立）

順位 
平成 27年度 

順位 
平成 28年度 

順位 
平成 29年度 

都道府県 認知件数 都道府県 認知件数 都道府県 認知件数 

1 京都府 90.6 1 京都府 96.8 1 宮崎県 108.2 

2 宮城県 70.8 2 宮崎県 85.7 2 京都府 90.7 

3 山形県 48.4 3 宮城県 77.9 3 宮城県 79.5 

…… ……… ……… …

44 兵庫県 4.2 27 兵庫県 16.3 29 兵庫県 22.3 

…… ……… ……… …

44 広島県，福岡県 5.1 45 広島県 7.3 45 香川県 10.2 

46 香川県 4.5 46 佐賀県 5.6 46 富山県 8.5 

47 佐賀県 3.5 47 香川県 5.0 47 佐賀県 8.4 

平均 16.4 平均 23.8 平均 30.9 

「平成29年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査結果について 」より 

（平成30年10月25日） 

２ いじめの定義（出典：文部科学省ＨＰ，いじめ問題に対する施策，(2)いじめの定義）



３ 学校における対応 

（１）学校いじめ防止基本方針の点検 

（２）学校いじめ防止基本方針をＨＰに公表等，保護者に周知 

（３）学校いじめ防止等の対策のための組織の招集 

（４）職員会議等で校内研修会の実施 

（５）道徳や学級活動で指導 

（６）スクールカウンセラー，養護教諭の積極的活用による相談体制の充実 

（７）いじめアンケート実施や教育相談，生活ノート等の活用による未然防止

および早期発見 

（８）いじめのチェックリストの活用 

（９）ネットいじめの防止，対処のための啓発 

（10）警察，家庭児童センター等の関係機関との連携協力 

４ 平成３０年度の取組 

（１）文部科学省通知「いじめの正確な認知に向けた教職員間での共通理解の

形成」に基づき，校長会，生徒指導連絡協議会で，積極的ないじめ認知

について確認，指導を実施 

（２）いじめアンケートを毎学期実施し，その都度，対象者に対する個別調査

を実施，指導後３カ月の経過観察 

（３）スマホサミットを開催し，子どもたち自らがＳＮＳを使ったいじめにつ

いて考える場を設定 

（４）スクールソーシャルワーカーを活用し，連絡協議会，ケース会議，校内

研究会等での研修を実施 

（５）要支援児童生徒への長期休業明け前の家庭訪問等，事前の個別指導の徹 

   底 

５ 平成３０年度 芦屋市いじめ問題対策審議会 

第１回：平成３０年 ８月２０日（月）  

第２回：平成３１年 ２月１４日（木）  

内容 ・事例報告ならびに経過報告 

     ・いじめアンケートの結果の分析とその対応について 

     ・いじめの重大事態の際の調査を行う組織について   等 



参考




